
2 0 2 2 年 0 8 月 2 2 日 ６　従業員

☑ 常
☑ 常 ☑ 市

１　協議事項 ☑ 常 □ 非 3 3 2 3
☑ 常 □ 非 3 4 2 1 開発指導課
☑ 常 □ 非 2 1 ☑
□ 常 ☑ 非 6 6 5
□ 常 ☑ 非 3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 ☑ 非 4 0 1 □
☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 ☑ 非 3 9 6 □
□ ☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □
☑ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

☑ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 1 1 5
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 1 0 日 6 月 1 2 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 0 0 0 1 0 1
□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機
4 0 0 3 0 0
2 0 0 1 0 0 0

7 0 0
３　提供サービス 1 3 0 0 1 3 0 0

① 8 0 ％
② 2 0 ％ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ ９　事業の見通し
③ ％ 月 火 水 木 金 土 日

5 5 6 1 0

0 0 1 0 4 2 3 8
0 0
0 0 1 0 4 2 3 8

1 1 5 1 1 5 1 1 5 1 3 5

7 . 1 5 7 . 1 5 7 . 1 5 7 . 1 5
1 1 1 1

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 3 3 3 3 3 3 3 6
1 0 1 0 1 0 1 0

□ 1 6 6 1 6 6 1 6 6 1 8 9

□

2 階 階 年

㎡ ㎡

1 階 ㎡

1 8 人 8 人 1 0 人

階 ㎡

人 人 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

階 ㎡

人 人 人

□ □ ☑ □ □

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）

※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

様式第２号－１
法人名 合同会社　奏 職種 雇用形態 名前 年齢 月給

■当初 □最終
代表者職名前 代表社員　東岡　誠 管理者

意見事　業　計　画　書
作成年月日

・調整中の従業員の確
保がきちんとできるか。

万円

2 日受理 8 月 2

音楽療法型　多機能事業所
奏　かなで

児童発達支援事業
放課後等デイサービス事業

共生型サービス

保育士パート 万円

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

新規事業所の開設

万円

事業種別

万円 消防局予防課

保育士パート 調整中

建築指導課
公認心理士

5 万円

協
議
の
種
類

万円

関
係
者
へ
の
意
見
聴
取

1 日

児童指導員 万円
保育士 調整中 万円

指導員（無資格） Ｆ 万円
万円

5 0 3

事業の追加

意見

賃借・自己所有

保育士 Ｅ 万円

担当者名 連絡先 児童発達支援管理責任者

回答 1

福山市障がい福祉
サービス等の指定に
係る懇話会

２０２３年　１月　１日
開設（変更）

予定日
事業所名

1 月 2

万円

●●●（申請中） 改築費用・設備備品購入・運営費用 万円
金融機関 理由 借入残高

人件費 末 支払 ボーナス

万円 自己資金

共生型サービス以外 新築予定

設備 万円 借入金 万円

万円

万円 万円

万円

万円

大幅な事業内容の変更

万円 万円

年間返済額
万円

現在地
定員の変更

賃借・自己所有

新築予定

種別
放課後等デイサービス 割合 提供日

運転資金 万円

割合 １月目
児童発達支援事業所 割合

２月目 ３月目 １年後

別紙参照

必要な資金 金額 調達方法 金額 意見

設
備
資
金

土地 万円 補助金 万円
建物

合計 合計 万円

車両 万円
その他

万円

2 0 .

万円 万円

理念
「子ども自身が自分たちの未来を創造できる」
子どもたちに多くの体験を提供することで自己肯定感を高め、自身の将来をどのような形でも想像できるよう支援
を行い、将来の暮らす力を身に着けられるよう支援を行う。

意見
利用者見込 Ａ 人 人 人 人

0 万円
（１人当たり）

万円 2 6 . 7 万円

意見

通信費 万円

3 .

目標
・多くの体験を提供することで、自己肯定感を高めていく。
・将来の自分の夢をどのような形でも考えられ、叶える方法を共に考える。
・社会に出た際に支援を受けながらでも自身の考えを口に出し実現できる力を身に着ける。

収
入

給付費　※２

収入計 ① 万円 万円 万円

万円 万円 万円

8 万円 2 1 . 7
月平均利用額　※１

2

その他 万円

万円
賃借料 万円 万円 万円 万円支

出

人件費 万円 万円 万円 万円
旅費・交通費 万円 万円 万円

万円

万円
万円

万円 万円 万円

土
地

所在地 福山市熊野町1181-1 用途区域 市街化調整区域

所有者 抵当権 あり

万円

建
物

名称

支払元金利息 万円 万円 万円

所有者

・都市計画法第43条第1項に
規定する建築許可を要する。
当該許可申請は2022年11月
11日付けで受理しており，現在
審査中。審査に伴う補正等が
完了すれば許可になる見込
み。その他の法令については
関係部局と協議すること。
・今回計画の児童発達支援事
業及び放課後等デイサービス
事業を併設した多機能型事業
所の建築基準法上の用途は
「児童福祉施設等」に該当する
が，用途を変更する床面積が
200㎡以下のため,建築基準法
上の手続きは不要。ただし，新
築時の建築計画概要書の配
置図から一部に増築があり，
現況と整合していないため，増
築部を解体せず利用するので
あれば建築基準法適合を確認
すること。なお，手続きが不要
な場合であっても，建築士等に
相談し，建築基準法に適合す
る計画とすること。
・誘導灯を設置すること。
※自動火災報知設備につい
て，児童発達支援及び放課後
等デイサービスの事業所とし
て使用する部分の面積が１５０
㎡以上となった場合，設置義
務が生じる。
・カーテン及びじゅうたん等を
使用する場合は，防炎物品を
使用すること。
・防火対象物使用開始届出書
及び消防用設備等設置届出
書を提出すること。

諸経費　※４ 万円 万円 万円

万円 万円

万円 △
①-②

6 1 万円万円 △

万円 万円 万円

万円

②

種別

利用者賃金 万円

階層 2階 地上 地下 建築年 昭和５６

手続 使用する階 専有面積

収容人員 内訳 職員 利用者

万円

用途 社屋 構造 鉄筋

収支
△ 1 6 6

抵当権 あり

支出計② 万円

1 万円4 9 .1 6 6

万円

事
業
の
概
要

①

種別 児童発達支援・放課後等デイサービス

売上高　※３ 万円

建築面積 96.98 延面積 186.18
生
産
活
動

収入　Ｂ

万円 万円 万円

手続 新規 使用する階 専有面積 96.98

万円 万円 万円

収容人員 内訳 職員 利用者

支出　Ｃ 万円 万円 万円 万円

万円 万円 万円

必要経費 万円 万円 万円 万円

最賃確保状況（Ａ型）

なし万円 □

円

③

種別

（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

手続

円 円円

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

移転 その他

物件を賃貸契約し、こちらの建物にて児童発達支援事業および放課後等デイサービス事業を
併設した多機能事業所を提供いたします。

【放デイ】平日６０４単位（区分１）+１２３単位（児童指導員等加配加算）+１０８単位（送迎加算）＝８３５単位　８３５単位×（８．４％（処遇Ⅰ）+１．０％（特定Ⅱ））＝９１３単位
　　　　　 休日７２１単位+１２３単位（児童指導員等加配加算）+１０８単位（送迎加算）＝９５２単位　９５２単位×（８．４％処遇Ⅰ）+１．０％（特定Ⅱ））＝１０４１単位
【児童発達】８８５単位（基本単価）+１２３（児童指導員等加配加算）+１０８単位（送迎加算）＝１１１６単位　１１１６単位×（８．４％処遇Ⅰ+１．０％（特定Ⅱ））＝１２２１単位

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

使用する階 専有面積

収容人員 内訳

日回収％

あり □

下段：所在地

職員 利用者

掛取引 回収・支払の条件 意見
上段：取引先

割合
下段：所在地

％

％％

万円

日 〆

１月当たりの生産額
万円

日回収

生産品 １時間単価 計算式

日 〆

日 〆 日回収

就労継続支援A型
共同生活住居の追加
上記以外

事業所の移転 新築予定
賃借・自己所有

建物の構造・設備の変更

％

％

内
容

申請種別 新築 増築 用途変更

同種のサービス なし



１０　付近図 １２　事業計画

人 0 事業所
人

凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

付近図掲載せず

１３　利用者処遇

１１　平面図

１４　防災計画

１５　一日の流れ 別紙参照

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

意見
開所日　　　　　　　　　月～土曜日
休業日　　　　　　　　　日曜日・祝日・年末年始・お盆
営業時間　　　　　　　平日　　　　　　　　　　　　　　  ８：３０　～  １８：３０
　　　　　　　　　　　　　土曜日および学校休業日　　８：００　～　１７：３０
サービス提供時間 　　【児童発達支援】
　　　　　　　　　　　　　 ９：３０　～　１２：００（月～土曜日）
　　　　　　　　　　　　　 【放課後等デイサービス】
　　　　　　　　　　　　　１４：００   ～  １７：３０（通常日）
　　　　　　　　　　　   　９：００  　～  １６：００（土曜日および学校休業日）
利用定員　　　　　　　【児童発達支援】２名
　　　　　　　　　　      【放課後等デイサービス】８名
対象年齢　　　　　　　【児童発達支援】、未就学児
　　　　　　　　　　　　  【放課後等デイサービス】小学生　～　高校生（主な対象は小学生となります）

送迎サービス　　　　　あり（送迎エリアは要相談）

意見
小学校区 熊野小学校 人口 2,284 事業所数 ・名前に「音楽療法型」

とつける意図は何か。

・児童発達支援は，単独
通園と親子通園のどち
らを行うか。また，対象
年齢は何歳を想定して
いるか。

・対象とする児童の特性
に定めがあるか。また，
障がい特性や年齢が
様々な児童に対して，ど
のように対応するか。

利用定員

別紙参照

意見

・音楽療法には様々な
種類があるが，どのよう
な支援を想定している
か。また，音楽療法士を
配置するか。

・音楽療法と別の活動
が混在する場合，時間
の割り当てや部屋の利
用方法など，どのような
すみ分けや配慮を行う
か。

意見
※別紙参照 ・年齢幅のある放課後

等デイサービスの利
用者とパーテーション
で指導訓練室を区切
るだけで，児童発達支
援の利用者が安心し
て支援を受けれるか。

・年３回の防災教育・避難訓練の実施（６月・１０月・３月）

・火災想定、地震想定の防災避難訓練の実施

・緊急連絡網の作成（保護者・職員）

・避難確保資材の準備

・備蓄品の準備

・避難場所の確認
 熊野小学校までの経路の確認
 熊野小学校までの距離：１４０ｍ
　　　　　　　　　　　移動時間：徒歩２分，車で１分

意見

事業所
同種の事業所

一次避難先
二次避難先

意見



2 0 2 2 年 0 8 月 2 2 日 ６　従業員

☑ 常
☑ 常

１　協議事項 ☑ 常 □ 非 3 3 2 1
☑ 常 □ 非 3 4 2 1
☑ 常 □ 非 5 8 2 1
□ 常 ☑ 非 6 6 9
□ 常 ☑ 非 4 0 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 ☑ 非 4 0 1
☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 ☑ 非 3 9 6
□ ☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
☑ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

☑ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 1 1 5
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 1 0 日 6 月 1 2 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 0 0 0 1 0 1
□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機
4 0 0 3 0 0
2 0 0 1 0 0 0

7 0 0
３　提供サービス 1 3 0 0 1 3 0 0

① 8 0 ％
② 2 0 ％ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ ９　事業の見通し
③ ％ 月 火 水 木 金 土 日

5 5 6 1 0

0 0 1 0 4 2 3 8
0 0
0 0 1 0 4 2 3 8

1 1 5 1 1 5 1 1 5 1 3 5

7 . 1 5 7 . 1 5 7 . 1 5 7 . 1 5
1 1 1 1

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 3 3 3 3 3 3 3 6
1 0 1 0 1 0 1 0

□ 1 6 6 1 6 6 1 6 6 1 8 9

□

2 階 階 年

㎡ ㎡

1 階 ㎡

1 8 人 8 人 1 0 人

階 ㎡

人 人 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

階 ㎡

人 人 人

□ □ ☑ □ □

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）

※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

〆 日回収

万円

％ ％

％ 日 〆

万円

％

日回収
生産品 １時間単価

日回収

％ 日

日

〆

下段：所在地

％

□

計算式

上段：取引先
割合 掛取引 回収・支払の条件 意見

万円

１月当たりの生産額

内
容

申請種別 新築 増築 用途変更 移転

あり □ なし

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

収容人員 内訳 職員 利用者 【放デイ】平日６０４単位（区分１）+１２３単位（児童指導員等加配加算）+１０８単位（送迎加算）＝８３５単位　８３５単位×（８．４％（処遇Ⅰ）+１．０％（特定Ⅱ））＝９１３単位
　　　　　 休日７２１単位+１２３単位（児童指導員等加配加算）+１０８単位（送迎加算）＝９５２単位　９５２単位×（８．４％処遇Ⅰ）+１．０％（特定Ⅱ））＝１０４１単位
【児童発達】８８５単位（基本単価）+１２３（児童指導員等加配加算）+１０８単位（送迎加算）＝１１１６単位　１１１６単位×（８．４％処遇Ⅰ+１．０％（特定Ⅱ））＝１２２１単位その他

物件を賃貸契約し、こちらの建物にて児童発達支援事業および放課後等デイサービス事業を
併設した多機能事業所を提供いたします。

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

下段：所在地

収容人員 内訳 職員 利用者

③

種別

手続 使用する階 専有面積

（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ
円円 円

利用者 必要経費 万円 万円 万円 万円

②

種別 最賃確保状況（Ａ型）
円

手続 使用する階 専有面積

万円 万円

事
業
の
概
要

①

種別 児童発達支援・放課後等デイサービス 支出　Ｃ 万円 万円 万円 万円

手続 新規 使用する階 専有面積 96.98 利用者賃金 万円 万円 万円 万円

収容人員 内訳 職員

万円

階層 2階 地上 地下 建築年 昭和５６

用途 社屋 構造 鉄筋

生
産
活
動

収入　Ｂ

売上高　※３ 万円 万円 万円 万円

建築面積 96.98 延面積 186.18 万円

9 . 1 万円
所有者 抵当権 あり ①-②

△ 6 1 万円 4万円 △ 1 6 6 万円

万円

所有者 抵当権 あり ・都市計画法第43条第1項に
規定する建築許可を要する。
当該許可申請は2022年11月
11日付けで受理しており，現在
審査中。審査に伴う補正等が
完了すれば許可になる見込
み。その他の法令については
関係部局と協議致します。

・今回計画の児童発達支援事
業及び放課後等デイサービス
事業を併設した多機能型事業
所の建築基準法上の用途は
「児童福祉施設等」に該当する
が，用途を変更する床面積が
200㎡以下のため,建築基準法
上の手続きは不要。ただし，新
築時の建築計画概要書の配
置図から一部に増築があり，
現況と整合していないため，増
築部を解体せず利用するので
あれば建築基準法適合を確認
します。なお，手続きが不要な
場合であっても，建築士等に
相談し，建築基準法に適合す
る計画と致します。

・誘導灯を設置します。

・カーテン及びじゅうたん等を
使用する場合は，防炎物品を
使用します。

・防火対象物使用開始届出書
及び消防用設備等設置届出
書は、改修終了後に消防局に
届出を致します。

支出計② 万円 万円

市街化調整区域 主な修正点 支払元金利息 万円 万円 万円

万円 万円

名称 収支
△ 1 6

万円
通信費 万円 万円 万円 万円
諸経費　※４ 万円 万円 万円 万円

万円
旅費・交通費 万円 万円 万円 万円

万円 万円 万円

同種のサービス なし

支
出

人件費 万円 万円 万円

万円 万円

賃借料 万円 万円 万円

土
地

所在地 福山市熊野町1181-1 用途区域

建
物

6

万円 万円 万円

万円

万円 万円 万円 万円

（１人当たり）

目標
・多くの体験を提供することで、自己肯定感を高めていく。
・将来の自分の夢をどのような形でも考えられ、叶える方法を共に考える。
・社会に出た際に支援を受けながらでも自身の考えを口に出し実現できる力を身に着ける。

収
入

給付費　※２ 万円

収入計 ① 万円

万円 2 3 . 0 万円7 万円 2 6

３月目 １年後 主な修正点

理念
「子ども自身が自分たちの未来を創造できる」
子どもたちに多くの体験を提供することで自己肯定感を高め、自身の将来をどのような形でも想像できるよう支援
を行い、将来の暮らす力を身に着けられるよう支援を行う。

利用者見込 Ａ 人 人 人 人

. 7
月平均利用額　※１

2 0 . 8 万円 2 1 .

万円
その他

種別
放課後等デイサービス 割合 提供日
児童発達支援事業所

別紙参照

建物 万円 自己資金
設備 万円 借入金
車両

設
備
資
金

土地 万円 補助金

割合
割合 １月目 ２月目

万円

万円
その他 万円

運転資金

建物の構造・設備の変更

必要な資金 金額 調達方法 金額 主な修正点

万円

万円
万円

万円

合計 万円 合計

□当初 ■最終
代表者職名前 代表社員　東岡　誠

年間返済額 主な修正点
大幅な事業内容の変更 改築費用・設備備品購入・運営費用 万円 万円
事業所の移転 新築予定 万円 万円

賃借・自己所有 万円 万円

受付印省略

共同生活住居の追加
上記以外 金融機関 理由

賃借・自己所有 万円
現在地 人件費 末 支払 ボーナス

借入残高

・常勤の職員は確保でき
ました。非常勤の職員
は、確定していた1名の
就業時間を長くすること
で調整出来ました。
また、無資格指導員を一
名採用することで人員・
児童のフォロー体制は確
保できています。

担当者名 連絡先

万円

事業の追加 共生型サービス以外 新築予定 万円

定員の変更 就労継続支援A型

新規事業所の開設 共生型サービス 指導員（無資格） 万円

事業種別
児童発達支援事業
放課後等デイサービス事業

事業所名
音楽療法型　多機能事業所
奏　かなで

開設（変更）
予定日

２０２３年　１月　１日

協
議
の
種
類

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目 保育士パート 万円

賃借・自己所有 万円
新築予定

万円
保育士パート 万円

指導員（無資格） 万円

管理者
5

心理担当職員 万円
児童指導員 万円
児童指導員

0 3 5 万円
児童発達支援管理責任者

主な修正点事　業　計　画　書
作成年月日 様式第２号－２

法人名 合同会社　奏 職種 雇用形態 名前 年齢 月給 受付印



１０　付近図 １２　事業計画
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付近図掲載せず

１３　利用者処遇

１１　平面図

１４　防災計画

１５　一日の流れ 別紙参照

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

・音楽療法士は２名・中学
校の音楽教諭１名配置し
ています。音楽療法は、療
法士２名をもとに、児童に
楽器に触れてもらい楽器を
利用しての療法を基本と考
えています。
・１日全体の療育プログラ
ムを作成し、音楽療法の時
間は３０分程度とし、音楽
療法士以外の職員は別の
活動希望児童につき、屋
外活動や訓練指導室で対
応します。上記の対応がで
きるように、無資格職員も
フォローとして２名配置して
います。

主な修正点
※別紙参照 ・児童発達支援事業

所の利用定員を2名と
している理由も、放課
後等デイサービスと時
間が重なった際に、職
員が児童発達支援の
児童にマンツーマンで
付けるためです。パー
テーションでの区切り
と職員のマンツーマン
で対応していきます
が、状況に応じては、
随時対応をしていきま
す。

・年３回の防災教育・避難訓練の実施（６月・１０月・３月）

・火災想定、地震想定の防災避難訓練の実施

・緊急連絡網の作成（保護者・職員）

・避難確保資材の準備

・備蓄品の準備

・避難場所の確認
 熊野小学校までの経路の確認
 熊野小学校までの距離：１４０ｍ
　　　　　　　　　　　移動時間：徒歩２分，車で１分

主な修正点

主な修正点

別紙参照

主な修正点
開所日　　　　　　　　　月～土曜日
休業日　　　　　　　　　日曜日・祝日・年末年始・お盆
営業時間　　　　　　　平日　　　　　　　　　　　　　　  ８：３０　～  １８：３０
　　　　　　　　　　　　　土曜日および学校休業日　　８：００　～　１７：３０
サービス提供時間 　　【児童発達支援】
　　　　　　　　　　　　　 ９：３０　～　１２：００（月～土曜日）
　　　　　　　　　　　　　 【放課後等デイサービス】
　　　　　　　　　　　　　１４：００   ～  １７：３０（通常日）
　　　　　　　　　　　   　９：００  　～  １６：００（土曜日および学校休業日）
利用定員　　　　　　　【児童発達支援】２名
　　　　　　　　　　      【放課後等デイサービス】８名
対象年齢　　　　　　　【児童発達支援】、未就学児
　　　　　　　　　　　　  【放課後等デイサービス】小学生　～　高校生（主な対象は小学生となります）

送迎サービス　　　　　あり（送迎エリアは要相談）

主な修正点
小学校区 熊野小学校 人口 2,284 事業所数 ・園芸など様々な活動を提

供できるように準備してお
りますが、音楽療法を主と
なる療育と考えております
ので差別化も考えて名前
に付けています。
・単独通園を基本と考えて
います。対象年齢は３歳
（年少）～６歳（年長）と考
えています。
・対象とする児童の定めは
ありません。また，４月には
職員２名の入職が決まって
おり、児発は１：１、放デイ
は児童２名に対し職員１名
以上で配置し様々な児童
に対応できるように考慮し
ていきます。

利用定員

事業所
同種の事業所

一次避難先
二次避難先

主な修正点


